
自分の人生のコーディネーターは自分自身 

校長 森谷 優子 

様々なところで言っていることですが、「中学校時代は、『自分はいったい何者なのか』を問い

続け、答えを探し始める時期」だと考えています。以下は、今年１９歳になる生徒が、中３の頃、

卒業を前に書いた文章です。

１年生は１年、２年生は２年、３年生は３年間の中学校生活が終わろうとしています。自分の

人生のコーディネーターは自分自身、これまでの中学校生活で得たものを言語化して振り返り、

なりたい自分をイメージして、この先も進んでほしいと願っています。

教育目標「進んではげむ、心ゆたかな生徒」
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小学校の頃の私は、人の話もろくに

聞かない悪ガキでした。しかし、中学

校に入学して、大きく環境が変わりま

した。中学校でいい仲間、いい先輩、

いい先生に会って、夢や目標ができま

した。私が思うに、中学校というの

は、夢や目標に向かってがんばるとこ

ろです。まだ夢や目標がない人は、そ

れを見つけようと努力するところだと

思います。そうやって成長する場所、

それが中学校です。 

小学校の時の私は、まったく積極性

がありませんでした。しかし、中学校

に入って、部長をやったり、体育祭の

応援団の副団長をやったりして、積極

性が出てきました。すると学校が楽し

くなりました。ただ、これは、何かの

リーダーをしなければ、積極性が出な

いということではありません。日々の

日常の中に、積極性を出す場面はたく

さんあるのです。 

私が中学校生活で得たものは、部活

動を通して得た３つの「出会い」で

す。１つ目は「仲間」との出会いで

す。いい仲間に出会うことができまし

た。２つ目は「顧問の先生」との出会

いです。たくさんご指導いただき、２

年連続で県大会に出場することができ

ました。３つ目は、「他校のよきライバ

ル」との出会いです。ライバルの存在

が、自分の技術面やメンタル面を強く

してくれました。 

私が中学校で得たものは「考え方」

です。中学校では、友だちと過ごす中

で、楽しいことも、時には辛いことも

ありました。しかし、考え方が暗くな

りそうな私に、そういう考え方もある

のか！と気づかせてくれたのは友だち

です。自分だけで考えていては気づけ

ないような「考え方」をたくさん教え

てくれました。生徒会活動に一生懸命

取り組んだことや日々の授業に精一杯

取り組んで勉強をがんばったことも私

の考え方を変えてくれました。 



ICT 機器の使い方を見直そう 

① 自分のダメだった使い方をあげて、なぜそうなるのか理由を考え、班でいくつかにまとめました

② 一人一人が「マイルール」を決めました。



図書室前に掲示しています。ご覧ください。 



保護者の皆様に

学校評価アンケート

で、部活動について

ご意見いただくこと

があります。 

学習指導要領が

変わり、2008 年以

降、部活動は教育

課程外として位置付

けられています。 

また、全国中学校

体育連盟は、これま

で目標に掲げていた

「競技力の向上」を

やめました。今後

は、北信越大会、全

国大会等も縮小や

存続等についても、

議論されていくと思

います。 

 市教育委員会の

指導の下、当校で

も、活動時間等につ

いて、見直していき

ます。 

 どうぞご理解いた

だきますようお願い

いたします。 

クラブとは、スポーツ少年

団、スポーツクラブ、スポ

ーツ教室等をいいます。 


